
平成 28 年度当初予算の編成について 

 

【国の経済及び財政の状況】 

我が国の経済状況は、安倍政権による経済政策（いわゆる「アベノミクス」）の効果によ

り、「デフレからの脱却と経済再生」と「財政健全化」が大きく前進し、1990 年代初頭のバ

ブル崩壊後、およそ四半世紀ぶりの良好な状況を達成しつつある。9 月 25 日に発表された

月例経済報告によれば、「景気は、このところ一部に鈍い動きもみられるが、緩やかな回復

基調が続いており、先行きについては、雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、各種政策

の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待される」とされながらも、「アメリカの

金融政策が正常化に向かうなか、中国を始めとするアジア新興国等の景気が下振れし、我が

国の景気が下押しされるリスクがあり、こうしたなかで、金融資本市場の変動が長期化した

場合の影響に留意する必要がある」とされている。 

国においては、アベノミクス効果による景気回復が、雇用の増加や賃金上昇につながり、

消費や投資の増加に結び付くという「経済の好循環」を更に拡大させるため、「デフレ脱却・

経済再生」、「歳出改革」、「歳入改革」を 3本柱とする改革を推進して、これまでの取組を強

化していくこととし、さらには、アベノミクスの第 2 ステージとして、「一億総活躍社会」

を目指した「新 3本の矢」を掲げて、未来を見据えた、新たな国づくりを力強く進めていく

こととしている。 

一方、国の財政は、債務残高が GDP の 2 倍程度に膨らみ、更に累増することが見込まれる

など、極めて厳しい状況にあり、アベノミクスによる経済再生と共に財政健全化の達成が重

要課題とされている。 

このため、平成 27 年度におけるプライマリーバランスの赤字分の GDP に対する割合が 5

年前と比べて半分に改善されることが見込まれる中、平成 32年度にはプライマリーバラン

スを黒字化させ、更にその後の債務残高の減少を目指して、平成 28 年度から平成 32 年度

までを計画期間とする「経済・財政再生計画」を定めた。 

この計画では、計画期間の当初 3年間を「集中改革期間」と位置付け、「経済・財政一体

改革」を集中的に進めることとし、歳出全般にわたる見直しが予定されている。また、同計

画では、地方における取組についても、「国の取組と基調を合わせた歳出改革を行うこと」

とされている。 

 

【本町の財政状況と今後の財政見通し】 

 本町の平成 26 年度決算は、町税収入が 7億 7,535 万円円で前年度比 1,877 万円の増額と

なったが、財政の弾力性を示す経常収支比率は 86.4%、臨時財政対策債を除いた場合は 92.2

と硬直化の傾向が見られる。 

一般会計の実質収支は 1億 7,465 万円の黒字となっているが、財政調整基金から 7,000 万

円取り崩しを行っている。財政調整基金の取り崩しは 2年連続で行っており、平成 27 年度



においても、1億 1,560 万円の取り崩しが見込まれる。 

 平成 26年度決算の起債残高は、25 億 2,602 万円となり、昨年に比べ 5,959 万円減少した

が、その中に占める臨時財政対策債残高は増加している。 

 平成 28年度の歳入面については、町税は、景気の動向や税制改正に基づく法人町民税法

人税割の税率引下げと法人税実効税率の引下げによる減収等を考慮すると、大幅な増収を

期待することができない。また、地方交付税や国庫補助金については、算定方法等の見直し

が示されており、その動きを注視し、適時適切に対応していく必要がある。 

 一方歳出面では、年々深刻化している高齢化及び少子化対策などによる扶助費の増加が

引き続き見込まれる。 

平成28年度一般会計予算は、経済再生と財政健全化の双方を実現するという国の取組と

基調を合わせ、無駄を排除し、事業の優先順位付けを行うなど、歳出全般にわたり徹底し

た見直しを進め、財政調整基金の取り崩しに頼らない、収支均衡予算を目標とすべきであ

る。 

また、平成 26年度補正予算から国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用

し、地方創生に向けた取り組みを推進しているが、平成 27年度に策定される「富加町総合

戦略」に基づく事業が平成 28年度より本格的にスタートするため、結婚や子育て支援の推

進、空き家の活用など、地方創生に向けた取り組みを重要項目として行っていく。 

 

【予算編成の基本方針】 

中・長期的な財政運営に配慮しつつ、財源の確保に最大限努力する一方、将来負担を極力

減少させるため、事務事業の必要性を見直すとともに、歳出の抑制に取り組み、真に必要な

分野に限られた財源を重点的かつ効率的に配分することを基本に、平成 28年度からスター

トする「第 5次富加町総合計画」の着実な推進に向け予算編成にあたることとする。 

 

 

平成 27 年 10 月 13 日 

富加町総務課長 


